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ご挨拶

国際布教総監 秋葉玄吾
北アメリカ国際布教総監部　
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西洋初の本格的僧堂の上棟式

カーネギス法光
北アメリカ国際布教師
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　天平山禅堂プロジェクトは、オークランド禅

センター好人庵禅堂の主宰者であり、北アメリ

カ国際布教総監でもある秋葉玄吾老師の長年の

夢であります。秋葉老師の28年におよぶアメリ

カでの活動は、曹洞宗僧侶になることを望む西

洋人が直面する課題を直に認識させました。そ

して、秋葉老師は日本国外の宗侶に厳格な伝統

的修行を提供することの重要性を感じているの

は私だけではないことを訴えています。「これ

は私だけのアイデアではありません」「海外の

僧侶のために僧堂を建立することは、先人国際

布教師や国際布教に携わってこられたかたがた

のアイデアであります」と述べられ、特に共に

活動していた片桐大忍師や前角博雄師の名前を

挙げ、彼らのためにもアメリカに専門僧堂を設

立し、西洋の僧侶に伝統的修行をすることがで

きる機会を提供することを、秋葉老師は強く望

んでいます。片桐老師と前角老師は亡くなりま

したが、秋葉老師は彼らの夢の集積を継続して

おり、天平山禅堂はその共有ビジョンのまった

だ中にあります。

　天平山の名前は、日本の天平時代（710̃794

年）に由来しており、その当時、仏教は日本の

文化や政治に多大な影響を与え、そして中国や

中東との交流が盛んな時代でした。天平山禅堂

が完成したならば、多彩な交流の中心となりま

す。西洋人宗侶や在家修行者が曹洞宗の伝統と

繋がることができるとともに、いろいろな法系

や文化的背景を持つ彼らが一つの場所に集い修

行することができるようになります。天平山禅

堂の常住者と周辺地域住民との関係は、地域奉

仕活動や天平山禅堂での生活においては非常に

重要な役割を果たすことになるでしょう。

　伝統的な禅芸術を学ぶことは、僧侶や在家修

行者にとって日々の修行に具体的な応用性を可

能にするでしょう。秋葉老師は日本の伝統的な

禅修行と禅芸術を現在の西洋文化に融合させよ

うとしています。“初期の禅僧たちによってア

メリカに植えられたお寺と仏法の二つの花”と

いうことを秋葉老師はおっしゃいます。それは

“私たちはアメリカにいても、また日本にいて

も同じ教えを共有しています。日本とアメリカ、

それぞれを別々にさせてはいけません。それぞ

れの花がそれぞれの花瓶に刺さって、お互いが

見つめ合っていることでもありません。これら

の花を植え、手入れをし、そして根付き成長さ

せることが必要です”と。仏弟子として、私た

ちはともに精進し、日々の行動に仏陀の教えを

明示しなくてはなりません。

　天平山禅堂の布教の中心となる修行は、曹洞

宗の修行道場における生活の規範である清規に基

づいています。“清規は禅宗僧伽の形成を保持す

るものです”と秋葉老師は述べられます。また、

日本の僧堂でおこなわれている伝統的修行に基

づいてはいますが、英語で解説し、また必要に

応じて日本語を翻訳したり通訳したりすることに

なります。天平山禅堂で修行される行持は、北ア

メリカの修行者に限らず、ハワイや南アメリカ、

そしてヨーロッパ各国の日本語を母国語としな

い僧侶にとっては貴重なものです。学科や法話、
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講義、さらには僧堂での役割や活動などの解説

や指導も英語となることは、これまで言語や文

化の違いなどによって日本で修行することを躊躇

していた宗侶を受け入れるようになるでしょう。

　“相承されてきた一仏両祖のみ教えの妙諦を

あやまりなく伝えることは重要なことです。そ

のみ教えとは、禅戒一如、修証不二であり、ま

た修行の実践は曹洞宗の命脈でもあります”と

秋葉老師は説明します。“日々の行、それ自体

が仏法である”という教えに基づいて、仏行と

しての日々の活動と只管打坐を相承するため、

西洋諸国の僧侶が行学を実践できる伝統的禅院

様式の僧堂は不可欠であります。

　最初の具体的な進捗は、平成24年7月にカリ

フォルニア州レイク郡ローワーレイクに約111

エーカー（約13万5千坪　東京ドーム9.5個分）

の土地を購入したことです。長期間かけて採集

された寿命の長い檜は四十数個のコンテナに詰

められ、日本の湯河原にある吉祥院の尖秀雄師

から寄付されました。尖師が主宰する檜チャリ

ティファウンデーションがアメリカに向けて寄

付した伝統的日本芸術と建築物の中では最大と

なるようです。平成24年9月には地鎮祭がおこ

なわれ、現在は伝統的建築技法を修得した日本

人大工が僧堂の建築をしております。天平山禅

堂は仏殿、僧堂、衆寮、庫院、山門、東司、そ

して鐘楼の一大伽藍が整えられる予定です。仏

殿は古代中国に由来する奈良県の唐招提寺をモ

デルにしております。伽藍の配置は、初期イン

ド仏教の僧院に倣い、四方を囲んだようになり

ます。建設工事や資金集めなどが予定通りに進

めば、僧堂は来年に完成し、すべての建物は平

成34年までに完成する予定です。

　

　天平山禅堂を非営利団体とする作業をしてい

ます。その作業が完了すると、天平山禅堂の完

成に必要となる資金集めを始めることになりま

す。初期の顧問委員が、天平山禅堂の規則の制

定や理事の選出、多くの人々へ周知するための

コミュニケーション手段の構築、また天平山禅

堂の活動方針をまとめています。天平山禅堂の

布教の基本は、曹洞宗僧侶の修行を通して宗門

の国際布教を支援、促進し、発展させることで

す。また、僧俗に伝統的な修行と文化、宗学、

そして地域の人々と交流する機会を持つことで

す。天平山禅堂は仏教の伝統を保持する場所で

あり、禅の叡智を平和で持続可能な世界へと導

くための実用的応用を模索することのできる場

所となるでしょう。
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　“21世紀の高度先進の物質文明の中に生きて

いる私たちにとって、現代的変容の最先端を行

くこのアメリカの地に修行道場を建設すること

は、文化的、歴史的にも大変重要な意味があり

ます。また、日本において約800年間培われて

きた曹洞宗の明快で合理的な修行を実践するこ

とができる修行道場は、人間社会に大きく寄与

することになるものと信じている”と秋葉老師

は主張します。

　天平山禅堂に関する情報、またこのビジョン

実現のためのご支援につきましては、

tenpyozan.orgをご覧下さい。

　

　

　さてそれでは、Ｃはどのような働きかけをす

るのだろうか？実は、わたしの手の力を緩めさ

せるには、言葉を使ってそうなるように導くや

りかた、わたしのからだに触れて力を抜かせる

やり方、その両方を使うやり方、⋯と工夫次第

でいくつものバリエーションが考えられるので

ある。

　まず、言葉を使うやり方について考えてみよ

う。わたしに触れることなく、「竹ひごを押し

ている両手の力を緩めてください」と言葉で語

りかけるだけで十分である時もある。それはＣ

が言おうとしていることをわたしが正しく理解

し、かつそれを正しく実行できる場合である。

言葉かけだけで、そこに望ましい変化が起こる

ためには、言葉をかける側と言葉を受け取る側

の双方が問題にされなくてはならない。言葉を

かける側の表現の仕方が的を得たものであるか

どうか、そこで言われている事柄の意味が受け

取る側のアタマできちんと理解されているかど

うか、そして受け取る側がその理解を自分のか

らだの動きとして正しく「翻訳」できるかどう

か、⋯そういったことがすべてクリアされてい

ないと、言葉かけだけではうまくいかないこと

が多い。

　たとえば、Ｃが「あなたが持っている竹ひご

をまっすぐにしてください」とストレートに言

った場合、わたしは力を抜くのではなく自分の

手の力で竹ひごをまっすぐに「してしまう」か

もしれない。それはわたしが思う人為的な「ま

坐禅への脚注集（9）
坐禅の「難しさ」 3

藤田一照
曹洞宗国際センター所長

http://tenpyozan.org
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ろとも言わない。ただ、「感じて、それを許せ」

と言うだけだ。Ｃの側にあらかじめ決まった「正

答」が用意されていて、それをわたしに外側か

ら押し付けるのではなく、わたしと竹ひごの間

に新しい関係を生じさせて、それを通して内側

から変化をもたらそうとしている。

　この言葉かけにおいても、わたしが両手を通

して竹ひごの「意思」を感じることができるか

どうか、そしてその意思の実現を許すことがで

きるかどうかが問題になる。確かにこういう言

葉かけが誰にとっても有効かどうかということ

は疑問ではあるが、わたしとしてはこういう質

をもった言葉かけが坐禅にはふさわしいのでは

ないかと考えている。

　今回は竹ひごのたとえ話だけで終わってしま

った。しかし、このたとえは結構大事な問題を

まだまだ含んでいると思うので次回も引き続き

取り上げ、わたしのからだに触れることで力を

緩めさせるという、もう一つのやり方に議論を

進めよう。

国際ニュース

北アメリカ梅花流特派師範講習会

期日：2015年5月11日～20日
会場：5教場

ヨーロッパ国際布教総監部主催協議会

期日：2015年5月15～17日
会場：禅道尼苑

南アメリカ梅花流特派師範講習会

期日：2015年6月7日～7月2日
会場：7教場

北アメリカ曹洞禅連絡会議

期日：2015年6月12日

会場：桑港寺
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